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花巻市総合体育館
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回戦

場所

Ａ 吉兼　敦生 齋藤　潤一 Ｂ

Ａ 前半 Ｂ Ａ

７mＴＣ

種別 準 決 勝

Ａ 県立華陵高等学校

警

告

退

場

高 校 女 子

失

・

追

チームタイムアウト

前半 後半
結
果
背
番

後半 Ｂ

背
番
結
果
得
点
時

背
番
結
果
得
点
時 間

得
点
結
果
背
番

間
得
点

：
役員Ａ 吉 兼 敦 生

：
役員Ｂ 上 野 勝 之
役員Ｃ 福 田 早 織 得 点

計後半 延1前半 7ＭＴ役員Ｄ 梶田 ほなみ 延2

2 岡田 あずさ
1 宮 崎 彩 楓

③ 倉 谷 星 歌
2 3

3
5

2 1

5 宇佐川 晴子
4 梅 岡 依 央

62 4
6 白 川 真 衣
7 河 野 萌 1

3 3
1

9 高 松 里 沙
8 山 根 瑠 美

4 7310 築 山 亜 美
11 藤 村 優 香

13 松 本 彩 花
12 水 落 萌 香

14 村 川 恵

11合計 3 1 0

Ｂ 文化女子大学附属杉並高等学校

警

告

退

場

失

・

追

14 25

11
チームタイムアウト

前半 後半 -
齋 藤 潤 一

役員Ｂ  高 野 内  俊 也
：

前半

得 点
延2

：

1 渡邊 江里子

役員Ｃ 小笠原 奈々

役員Ａ

役員Ｄ 伏 谷 眞 尋 後半 延1 7ＭＴ 計

足 立 未 奈
中 村 光 代

4
32

2 42
③ 2 2

5 8

4 高 宮 咲
5 伊 藤 菜 々 22
6 会 田 弘 夏
7 関根 真悠子 1 1

28 千葉 絵里子
9 矢野 ありさ

31

1
110 三 上 慎 唯 1

11 西 川 桃 子 1

13 古 屋 り お
12 松井 みどり

14  日  並  梨  奈

合計 2 2 0 12

７Ｍスロー得点

24

７Ｍスロー失敗

結果欄略号

タ イ ム キ ー パ ー 伊 藤 忠 警告

市 丸 成 彦 追放

審 判

ス コ ア ラ ー 吉 田 幸 永 退場

12

マ ッ チ バ イ ザ ー 阿 部 富 夫 失格 チームタイムアウト

齋 藤 崇 失格

戦 評
女子準決勝第２試合、立ち上がり文大杉並が⑦関根らの速攻でリードを奪うも、華陵は右４５°⑩築山の２連続カットインなどで４
連取し逆転に成功する。華陵リードで試合は進むが、前半終盤文大杉並が⑤伊藤の速攻とカットインで逆転し、１１－１０で前半を
終える。後半開始早々再び華陵は⑦河野⑨高松の得点で逆転するも、直後に退場者を出してしまい、逆に４連取され２点差とされ
る。このまま文大杉並が逃げ切れるかと思われたが、終盤２６分に退場者を出した上、華陵に７ｍｔを与えてしまう。これを⑧山根
が落ち着いて決め同点とすると、直後に華陵②岡田のカットインで逆転する。文大杉並も②中村のロングシュートで追いすがろうと
するが、最後は華陵が必死のDFで得点を許さず、決勝への切符を手にした。

記入者

小澤俊

審 判


